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性病変を認めた.生検では偽肉腫噌生を伴なう中分化型

扇平上皮癌と診断されたため,昭和62年u月1望軋 胸部

し古三'1m1㌦ :1'1,N2､十).Mい.上11い､Stこ1LqL-Ⅲ,tくHI､

CEnで,病巣は最大径塊cm の広基性隆起とその周辺の

びらん隆病変から成り,組織学的をこ隆起部は肉感状増殖

を示し 基部近傍で商分化型嘉畢上皮癌をこ移行するいわ

ゆる癌肉腫の形態をkIつた.紺0.2をこリソバ節転移を

認めたれ鮪后は CDD喜コ,BLM による化学療法を施行芦

現在再発の所見なi健在である書

奪回は本症例を授示しタ若干の文献的考察を翫え報告

する.
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食道癌肉腫は食道落後寝癖の中で屯稀な疾患であるが9

その1例を経験したので報告する9

症鮎ま約才の男性で芦嘩下困敵 船骨後部痛を主訴と

し 上部消化管造影で食道膿癖を認め,内祝鍍下生検で

偏平上皮癌の診断で胸部食道全滴を施行したも薩慶は 甘m

∴.い)､こ上り.1ト_.八..10.1)1いて.杵 ､上.

切除標本の病理組織学的所見では,陸癌の東部馴£平

滑筋肉腫で占められ,産廃基部東面き陸癌周辺の食道粘

晩 腰痛臓部表面の-部に轟分化の扇平上皮癌を認めた.

またァ痛感と肉感との境界は明瞭で芳醇行革や dTOP-

P皇m琵Offは認められず夕霧の癌肉感と考えた.

癌肉腫の観念はきひとつの腰痛の率に痛感と肉腫が混

在する鮎ので V汗ehow をこよって捜喝されたが,その肉

勝機成分をこ-二〕いては橡櫓の説があかれ いわゆる癌肉腫,

偽肉腫などの概念が授喝されており,いまだをこ結論が得

られず,今後の検討をこ墨守捧される鮎のである.

且D 当科をこおけ る非開胸食道抜去術症例の検討
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軍望 慧惑 溺 偽筆警 吏紺 赤十字病院∋

昭和54年趨月より本年摘月までをこ当科で切除ざれた1且0

例殿食道癌症例のうち,非開胸食道抜去術を施行 した症

泰釆胸部食道癌をこ対する観治手術としては開胸開鷹をこ

よるリソバ節部活を伴う食道亜全摘術と蒋麹が行われる

那,次をこ述べるような条件の場合に,食道抜去術が適応
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となると考える.

招 ¶…幣部食道に癌経があり,遠隔転移や或いはリソバ筋

転移が高度で観治手術が期待されをこくい症鰍

2) 蔵齢者や,全身的疾患を合併している po｡TT立S紘

帆

部 族肺機能朝挿疾患骨胸膜疾患のため開胸が困難と思

われた症例与

逮) 他臓器癌術後で,食道癌が表在癌である磯潜や

以上自験例をもとに声その動転と問願意及び倉静症等に

ついて検討した.

且2)十二指腸液療穿孔による汎発性腹膜楽と

噴門部進行胃癌し'与川輔車り

慶山 妾鉱療齢 川正樹 を糟 中東病院∋ttL守 隅 ･

西巻 淀 を賢濁 車李 f肇
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最近高齢者の十二指腸濃慶穿孔による髄膜炎にはしば

しば遭遇するが声進行胃癌との同時合併症例は橡めて少

ないと思われる書われわれは十二指腸濃癌穿孔による汎

発性腹膜炎の診断で緊急手術を施行し,胃鏡腐食餅と思

われた症例がタ術後の病理検査にて噴門部進行腎癌と利

巧濁したため,2期約に鮮碑合併胃全摘術を施行した症例

を経験Lたので絡祭する｡症例は7嶺歳の男性,既往歴で

は,腐乱堅,気管支嘱息了慢性閉塞性肺疾患にて内翻的

洲か巨 昭和(;二甘 〔‖jL'tiH.I:1-･ト -確唐様し叫轟主二.拍

都全体の激痛をこて深夜丸院や.

ただちに,十二指腸漁歯穿孔による汎発性腹膜炎と診

断し,手術施行砂腎鰍上部ノ-噴門部をこ療病様の炎症性変

化夕硬結あり,胃液癌と判断し できるだけ病変部を切

除するようにして胃切除術施行｡病理検査をこて十二指腸

清鳴穿孔と天分化骨1別納ンi.(N'十号診断さい,lot-:丹I

Fi.押搾合併胃全摘酢 Ⅰく川1＼PH＼'胞子十 六S.lNド､.i.

N抱3,竣sbのリンパ腺転移を認めた,術後経過は良好

て予‥守∴.
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初 めて雑 魚 きれ た皮膚 がう多発性 がう特 殊 な 血管腫 に劇 化管

の 巨良も管膝 を 合併 す る血管腫症 で あ る. 皮膚 U)血管 経 が ゴ

ム銅乳 濁憾 びj外観 ,感 触 を有 す る ことか ら この よ うに命

名 され たや や 軋 皮膚及 び 口腔 軸 こ血管 腫 が多 発す る74

才 がj男性 が} 当院 かこて, 貧血 の精 査 戦 畢 霧消 癌 を発兇

二._こナ∴ ‡十十紬 畑 上膏 亘 仁さ.畑 ∴ 和 巨 小腸 ･rlL-､~阿 ･廿 ･

勝 間採 取腹 壁 な どに多発 す るめL管膿 が認 め られ た, 本症

候 群 をこ早期 胃癌 が合併 Lた 息症 例 を報 哲 す る.

且射 播 絡 性 督 髄 癌 症

竪慧Eを∃ 精 叫V旬佐 藤 雛 驚讃 労 災鵬 ∋

卜拙 】 眉 ･畑 畑

腎賂 艶著 に,おいて苧 その経適 中 をごヶ漂 背 部痛 を訴 え, そ

0滴 意鷹 をこ蘭 態 か濃 化 し 漆 ぬ著 明 とな り,fHC を 禽

酎 〆脳 紬 鋸 こて死 m /･てい く定 例 を数例経験 した取文献

的検 索 を行 な -濃 さここ為,棒 だ鵡 よ -)て逢979年 をこ提 唱 さ

れ た播 犠 牲 骨髄 癒 症 な る概 念 に属 せ る症 例 と半日明 L,た-

そ 鞘臨床 病理学 的特徴 は, 窺 敵 曲腔 背 部痛 砂出血健 ｢&撒

三 鎧散 と し 腎癌 を原 発 とす る低 分 化型 腺線 で予骨髄 をこ

潤 滑 性 をご厳 格 厳 を形 成 し 鷹 背 部痛 の発症 か 琵)教 則 弓で

死 だ して しま う予後 不 良の--疾 患 群 で あ る｡ そ こで 当院

に おけ る 5症 例 を提 示 し 若干 鍔戊 酷 的 考察 を知 れ てそ

の概 念 を紹 介 した.

息5う 当 科 をこお け る 腎 癌 手 術 症 例 の 業 態

甘 圭 二..'･日日 ■吉 磯IlLL整;

発 意 諾意 凄 盗 妄憂軍 服 網 棚 ∋坂 下

且96後年 か ら 学87年 護で釣銅 年間 をこT h]名草車で行 われ た 胃

癌 手術症 例 数 は予2舶 i例 で予 男 顔瀧 は 3対 2で あ る. 年

夕が あ るが!最近 確年間 で は,70才代 は5,温% ) の増 加

-:-.,L. 臣行 ･1 ,∴､､,∴

最近 ,肺癌 予 大腸癌 軍乳癌 等 の堰 滋粥が顕 著 で∴ 欧 米並

み にな り-3djあ るが賢 当科 の 胃癌 手術 をこ減 少榛 向は な く,

且98鯛 1以風 年 間 150前 線 の症 例 数 を維 持 して い る｡ L

か しヲ進 行癌 は減 少 して,早 期癌 673増 加 が著 明で, 且粥 後

年 か C了 73年 まで拷沌0年間の年 平均早期癌 率 が予僅か 摘 .ま

,o/6だ った 確雄 二痛言ァ 最 近 逢年 間 の 年 平 均 で は 櫓6淵% と激

増 臥〆て い る於 これ は, 当地域 で, 1975年 に/Y越 腎教 検 豪

農 会 が発 足 し, 腎餐換活 動 を開始 した ことに よ り , 次 第

に号住 民 の 胃癌 検 診 -の関心 が高 窓 り予 内 視 鏡 生 検 が ) 寒

風 等予 診 断精 度 の 向上 と碩携 っ て , 発 鼠 胃 癌 の 増 加 予 な

かで 転 畢期癒 発 見率 が 向上 し た も の で あ ろ う , 抜 去

遇 嘉2度摘三間 0MB当科 腎癌 芋術症 例 の 変 遷 を 検 討 す る .

川 E誹 却号 古 甘 辛帰 腸 車 情 圧 L い - 1 桝

若 桑 lU: 一骨伊賀 芳朗 〔 豊 栄 病 院 外 科 う

既 往 歴 14年前 菜病 因 にて 胃切 除 縮 退 - 相 法 施 指 さ れ

∴

主訴 心嘗 都痛 と吐血

仕 事中 をこ突然心 窟 部痛 と-竪与現 し受診 す る . 吐 融 も あ り 胃

内祝 鏡 検 蜜 を施 行 し入院 とな る. 入 院 後 腺 痛 は ブ ス コ パ

/鶴 , 脈 拍 u2ノ/軌 漆 脇とな Lや 栄 養 摩 噂 不 良 , 〟l ニ 腹 部

に控 痛 認 め るが減 感 等触知 しないV

翌 喜引当視錬換 歴 で残 腎軸 こ巌稽空 腹 を 認 め 緊 急 事 鮪 と

･}･;･工

手衝 動 汲 残 腎和 ご軟 かい腺癌 を触紫mJ" 輸 出 脚 小 腸

1hi=1日= ;:.L-'車甘 '.t服 ハ 枠 毎 八p試 J∵:～;--. ケ H l: :.い H ll

で 整復 困難 とな り空腹 部分切 除術 を施 行 Lた 争

術 後経過 は良好 で旦那酎 MHこ退 院 とな った.

且ク貰う 当 院 をこお け る 自然 気 胸 治 療 の 現 況
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陶佐 藤 良智 欄 闇 康雄 鳩 蒜策蒜 で 棚 訟 責

た 自然 気胸 例 15綿 uを検 討 した. 男性 が ま2嶺伊瞳 圧 倒 的

に多 数 を Lめた,87例 に手術 治療 を,63例 をTこ保 存 的 治 療

を加 えた.初 回発症 例 で の期間 中瑚 啓発例 は漫7例 で 2 凱 3

% の再 発 率 で あ ったD

問題 とな る症 例 鮎存 在 もノ た事

7日以 上 ドレナ-亮 を続 け た例 U凋 色数 以 上 が 手 術 治 療

をこ帰 結 L, 7--ノ 類別 調が)ドレナ--ジ で a 漣 且e a k a だ e が

持 続 す る例 で は 手術 治療 を検 討 す べ き で あ る .

且担) AS粉 に 対 す る 外 科 治 療

高 橋 善 樹 申 石 川 暢 未

相 馬 孝 博 静 昌 桐 幹 来
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昭 和 5 8 年 か どっ 6 3 年 の 問 の A S O 症 例 は , 岩 の 5 例 , 芋 術

数 2 6 9 園 と 急 増 L た . 同 期 間 の 男 性 観 者 の 平 均 年 令 は 乍 6 17 , 2

± 敷 0 才 で き 昭 和 竣 5 年 か ら 5 7 年 ま で の 問 に 比 も ｡ , 高 齢 化

を 認 め た . ま た , 女 性 の 平 均 年 令 は 7 6 m ± u 鳥 才 と 黒
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